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①年金証書、振込通知書、年金手帳や健康保険証など

　を持参のうえ、社会保険事務所で年金記録の確認の

　手続きをしてください。また、ねんきんあんしんダ

　イヤル(0120-657-830）や社会保険庁ホームページ

　(http://www.sia.go.jp）でも手続きができます。

②社会保険庁から年金記録の回答書を受け取ってくだ

　さい。(回答までに一定の期間がかかります)

③社会保険庁からの回答に異議

　があるときは、回答書に年金

　保険料納付に関する資料を添

　えて、社会保険事務所から第

　三者委員会に審査を申し込む

　ことができます。

④社会保険事務所では、皆さん

　から提出いただいた申込書お

　よび関連資料などを第三者委

　員会へ送付（転送）します。

⑤第三者委員会では本人の立場

　に立って、さまざまな関連資

　料を検討して公正に判断しま

　す。

これからは

　年金時効特例法の成立により、５年以前の年金

についても全期間さかのぼって支払われます。

　年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した分を含めて、

本人または遺族の方へ全額が支払われます。

◎年金時効特例法

　確かに納付したにもかかわらず、年金記録や領収書などのない

方々のために、本人の立場に立って公正に判断する仕組み「年金

記録確認第三者委員会」がスタートしました。この判断が尊重さ

れ、皆さんの年金の額に反映されます。

◎年金記録確認
　地方第三者委員会について

申し込み手順

問 国保年金課(内線2290)

今までは

  年金記録が訂正された結果、年金が増額した

場合でも、時効消滅により直近の５年間分の年

金に限って支払われていました。

※詳しくは、土浦社会保険事務所(824-7121)またはねんきんあんしんダイヤル(0120-657-830）へお問い合

せください。

⑥第三者委員会において年金記録の訂正が必要と判断

　された場合、総務大臣が社会保険庁長官に対しあっ

　せんします。

⑦結論が出ましたら、速やかに本人に報告します。

⑧社会保険庁では、あっせんを尊重して年金記録の訂

　正をします。その結果、本人の年金額に反映されま

　す。


